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知られている。しかし、その際 Polysome を形成していない ribosome がどの様な形で存在している
かについては、いまだ不明の点が多いO そこで、 B. megaterium を用い、その発育を通しての ribosome
分布の変動について調べてみた結果、定常期にはいるに従って、 100S ribosmal particle の著明な増
加がみられた。本研究では、この現象の意義を検討するため 100S ribosomal particle の性状および
発育相の移行にともなう動態について解析した。
〔方法および成績〕
( 1) B. mega terium KM を用い、その発育の各時期の菌を lysozyme 処理によってスフェロプラ
スト化し、 DOC-Na (0.4%) -BriJ58 (0.5%) -DNase (8μg / m.e) ークロラムフェニコール(100
μg / m.e)を含むTris (10-2 M) 一MgS0 4 (10-2 M) -KCl ( 6 X 10-2M) (pH7θbuffer でlysis させ、
その104 Xg 上清を、 40-70% Sucrose を底においた10-30% Sucrose density gradient に重層
して、 25 ， 000rpm ， 240min遠沈した後、 40画分に分画し、各々 260m μ の吸収を測定した。
①定常期と指数増殖期にある菌休の ribosome 分布を調べた結果、前者は後者と全く異なり、 100 S 
に相当する画分に最大のピークを示した。
②そこで、発育にともなう ribosome の動態を経時的に追跡した結果、120 S 以上の画分の減少と相
反的に100S particleが著明に増加する事があきらかとなった。十方70S monosome 量および su­
bunit 量は発育を通じであまり変化しなかった。
③この 100S particle は RNase 処理( 5μg /m.e, 35 0 C , 5 min) で消失せず、又 ActinomycinD
存在下 (12μg /m.e) で培養しでもその消失はみられなかった。
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④1∞ S particle の RNA ・たんぱく質比は、 70S monosome と同じく、 60 : 40であった。又、低
ーー}Mg 濃度中 (5X10-4M) で50S および30S subunit に解離した。
以上の事実は、定常期へ移行すると共に増加する 100S particle は、いわゆる Polysome とは
異なった ribosomal particle であることを示している。
( n) 指数増殖期の菌を定常期の培養上清中で培養を続ける (transfer) と、菌の発育が停止すると
共に、定常期にみられた100S ribosomal particle が出現した。そこで、この系を用い、 100S ribosｭ
omal particleの形成過程を追跡してみた。
①transfer 後ただちに、放射性アミノ酸の菌体への取りこみ率が著減し、 Polysome 量(孟 100S)
も減少していった。
②transfer 後、 Polys-ome 量の減少にともない70S monosome が著しく増加し、その量は 2 分後に
に15% から 55%に達した。その後70S monosome は急速に減少するが、それと相反的に、 100 S 
ribosomal partic 1eの増加がみられ、 60分後には約50% をしめていた。
この事は、 Polysome の分解によって蓄積した70S monosome から 100S ribosomal particle が
形成される事を示唆している。
③transfer後 2 分してから、 2 分間 3H -tyrosine で、 Pulse label した後ActinomycinD を添加して
培養を 15分間続けた。 Pulsel label した場合 3H -tyrosineの取りこみは Polysome に最も高かった。
ActinomycinD 処理後のパターンでは Polysome は消失しているが、 100S ribosomal particle 
への取りこみが高く、その比活性は70S monosome のそれに比して約 3 倍であった。 transfer と
同時にクロラムフェニコール (100μg /mR) を添加し培養を続けると、 100 S ribosomal particle 
は出現せず70S monosorne が蓄積した。又transfer後 4 分で ActinomycinD を添加した場合、そ
れLス後:100S ribosomal particle はt首加しなかった。
以上の事実は、 100S ribosomal particle 形成に蛋白合成が必要で、ある事を示唆している。
(回) 100 S ribosomal particleの動態をさらに解析するため、 transfer 後60分経過した菌を新しい培
地に接種し培養を続け、 ribosome 分布を経時的に追跡した。
①この系で、は約40分間のIag time の後、菌の発育がみられるが、 10分以内に100S ribosomal parｭ
ticle が急激に減少する一方70S monosome が増加した。その後70S monosome の減少にともない
Polysome が急速に形成され、 30分後に ribosome 分布は指数増殖期の菌と同様になった。この
事実は、 100S ribosomal particle が70S monosome を経て再びPolysome 形成に用いられる事
を示唆している。
〔総括〕
B. megaterium KM の定常期には、いわゆる Polysome とは異なる 100S ribosomal particle が蓄
積する。この100 S ribosomal particle は、 70S monosome から形成され、又70S monosome を経






て、 B. megaterium KM株を用いて研究し、この菌では定常期に移るに従い、いわゆる polysome と
は異なる 100S リボゾーム粒子が出現・蓄積する事実を初めて見出したo
さらに、この発見に基き、 isotopic techniqes を併用した経時的且つ量的解析を行い、この 100 S 
粒子が、ある蛋白因子の関与のもとに70S monosome から形成され、また70S monosome を経てpoト
ysme を形成する可能性を明らかにするとともに、定常期におけるこの 100S 粒子の意義について興
味ある考え方を提出した。この点、本研究は独創的で、あり、関連分野の研究の進歩に寄与するところ
大であると思われる。
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